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八王子にある貴重な戦争の遺跡を残すために…

浅川地下壕の保存をすすめる会浅川地下壕の保存をすすめる会浅川地下壕の保存をすすめる会

   昨年は戦後80年目。読売新聞と日本経済新聞
に記事が掲載され見学会の申込が殺到している
浅川地下壕。この戦争遺跡を後世に残すために
「浅川地下壕の保存をすすめる会  は1997年に
設立され、来年30周年を迎える伝統ある団体で
す  2024年には文化財保存全国協議会の団体部
門を受賞しています。
　この会の目的と活動は、八王子市内の高尾町
と初沢町にある浅川地下壕の保存・公開運動
で、見学会では年間500名を越える方々が地下
壕の見学に来ているそうです。さらに、最近は
「映像でみる浅川地下壕」という無料の講演会
も当支援センター会議室で開き好評です。
　この浅川地下壕は太平洋戦争末期、陸軍によ
り掘削されましたが、中島飛行機武蔵製作所の
地下疎開工場となり軍用機のエンジンを製造す
ることになりました。３ヵ所の地下壕が完成す
れば、あわせると総延長は約10㎞で、長野県に
ある松代大本営跡（長野市が整備・公開）と同
規模で、戦争で構築された地下壕では国内最大
級だそうです。この戦争遺跡を通じて戦争の恐

ろしさ、平和の尊さを知ってもらいたいと活動を
続けています。
   3月14日の午後1:30、高尾駅南口に集合した参
加者 21名は、緑色の旗を持った会の代表である
中田均さんの先導で、浅川地下壕「イ地区」があ
る高乗寺へ向かいました。途中、金比羅山のふも
とを通りましたが、以前この山をならして私立の
学校や住宅地建設の計画もあったそうですが、八
王子市がこの山を購入して「ロ地区」地下壕は守
られたそうです。その後も中田さんの興味深い話
や、時にジョーク入りの説明を聞きながらおよそ
40分で「イ地区」の坑口へ到着。
　用意されたヘルメットを着用しいざ入壕。地下
壕の中には照明設備がなく真っ暗で参加者のライ
トが頼り、さらに素掘り状態なので汚れても良い
服装と軍手なども必要です。場所によっては水が
溜まっているので、長靴か濡れてもかまわない靴
で。さて、狭い入口をかがみながら入ると壕内は
ゴツゴツした岩がむき出し状態、地面にも岩が散
乱していました。真っ暗な目の前をコウモリが飛
びかい、転ばないように足元ばかりを見ていると

中田代表 途中の説明 ゴツゴツの地面

」

。



ダイナマイト
の発見現場

東大の地震計

鉄格子の位置

左の二次元コードで、８分50秒の

動画がご覧になれます。また「浅

川地下壕」と検索すれば、たくさ

んの動画が見られます。

天井からは水滴が落ちてきて湿気が高く異様な感
覚です。このような環境下で飛行機のエンジンを
製作していた当時の工員は、当然のように体調を
崩しました。製造し完成したエンジンは、たった
10台ほどであったようです。
　奥へ進んでいくと 赤い鉄格子が見えてきまし
た。鉄格子の奥も同じ規模で 幅4ｍ高さ3ｍの坑
道が碁盤の目状になっています。急ピッチで作ら
れたこの「イ地区」の巨大な坑道は、なんと6ヵ
月足らずで掘削されました。1993年都立館高校
（現・翔陽高校）フィールドワーククラブの高校
生たちが半年かけて実測したら 4.8㎞もありまし
た。戦後はマッシュルームの栽培がおこなわれ、
その残骸が残っています。
　鉄格子から戻り東京大学の地震計が設置されて

いる場所、ダイナマイトを挿入するためにあけた
穴やトロッコの線路があった枕木跡など見学、朝
鮮人による掘削労働の話がありました。最後の見
学ポイントとして鋼鉄製のＨ鋼で枠が組まれた場
所に着きました。ここで1999年1月にTBSのテレ
ビ番組の撮影中に、大量のダイナマイトなどの爆
薬が発見されました。その時にＨ鋼が組まれ、ダ
イナマイトは自衛隊により撤去されたそうです。
そのダイナマイトの量が３トンというのは驚きで
した。
　入口に戻り外に出たときは、間もなく桜が咲こ
うという爽やかな気候で、坑内の湿気とは対照的
に感じました。最後の中田さんの挨拶で「いずれ
はしっかりと整備して、安全対策がなされ誰でも
見学ができるようにしたい」と言っていました。
４:30頃に現地で解散となりましたが、3時間にわ
たり中田さんはずっと説明し続けていました。地
下壕に対する膨大な知識量と、平和に対する思い
を感じた３時間でした。なお、現在は、未整備の
地下壕のため一般公開されていません。この見学
会でしか中に入ることができません。安全確保の
ため参加者の年齢制限も設定されているとのこと
です。

東大の地震計

ダイナマイトが発見された場所

鉄格子

トロッコ枕木跡

文化財保存全国
協議会団体部門
「和島誠一賞」
を受賞

敗戦1ヶ月後、アメ
リカのカメラマンが
撮影した、貴重な地
下工場の写真

イ地区の図

トロッコ枕木跡

ダイナマイト挿入用の穴



八王子市市民活動支援センターの講座・行事の予定（5月・6月）

お気軽にご参加

ください ‼

申込みは左の二次元コードから

申込みは左の二次元コードから

6/27 ㈯アクティブ
市民塾

子どもと過ごす、アナログな午後
　　　ー影絵づくりでほっとひといきー

みどり幼児園、フリースクールみどりの木、という２団体が
「デジタルデトックス×影絵」を企画しました。

定員：12名  (申込先着順)
参加費：無料

6/20 ㈯
14:00～16:00
市民活動支援センター

定員：15名  (申込先着順)
参加費：無料支援講座

好きや得意を地域のチカラに
あなたも地域デビューしませんか？

講師：市民活動支援センタースタッフ （岡崎）

～パソコンの「どこにあるの？」がなくなる！お片付け教室〜

講師：市民活動支援センタースタッフ  （大塚）

パソコンデータの整理術

5/10 ㈰ 定員：15名  (申込先着順)
参加費：無料支援講座

14:00～16:00
市民活動支援センター

センター
1日出張 5/ 9  ㈯ 9:30～16:30

川口市民センター１F調理室

1日出張 ＆ 地域交流会  in  西部地域

八王子市市民活動支援センタースタッフが皆様に会いに行きます。

西部地域で活動している方、これからしたい方、
連携したい方、お待ちしております！

定員：なし
参加費：無料

13:30 〜 15:30
みどり幼児園・みどりの木（八王子市裏高尾町674番地）

今年も 「はちおうじNPOフェス
ティバル」 を開催します。
昨年は、東京たま未来メッセ展示
室の半分だけでしたが、今年は展
示室すべてと、えきまえテラスを
使います。

予告!!

はちおうじNPO
フェスティバル

2026

 10/12
（月祝）

　 開催決定  　

■ 今後の予定 ■
＊開催概要公開 ：5月9日（土）
　　　（センターホームページ） 
＊説明会 ：5月16日（土）
　　　17:30～(オンライン）
＊申込み受付 ：5月17日（日）～



八王子市市民活動
支援センター

甲 州
街
道

八王子駅ビル

JR八王子駅
至高尾 至新宿

八王子
スクエア
ビル

クリエイト
ホール

ホテル

病
院

東京たま
未来メッセ

えきまえ
テラス

京王八王子駅

北口

北

3

八王子市市民活動支援センターでは市民活動についての相談を受け付けています。
市民活動とは、福祉・まちづくり・環境・子育て・文化・芸術・国際交流など、
市民が自主的・自発的に行う社会貢献活動・公益的活動です。

日 月 火 水 木 金 土

5月 6月

TEL：042-646-1577     FAX：042-646-1587
〒192-0083　八王子市旭町12番1号ファルマ802ビル5階
npo802@shiencenter-hachioji.org

開館時間　10時～21時・日祝は17時まで
休館日：月曜日が祝日の場合は翌火曜日 指定管理者：特定非営利活動法人 八王子市民活動協議会

八王子市NPO情報マガジン　
SUPPORT802

発行日:奇数月1日(年６回発行）発行元:八王子市市民活動支援センター 発行部数:3000部

配布場所: 八王子市役所、市内各市民センター、市民部事務所、図書館、体育館、子ども家庭支援センター

■八王子市市民活動支援センター開館情報■

日 月 火 水 木 金 土

開館日 休館日

5/ 20 ㈬  10:30～11:30

6/ 20 ㈯  14:00～15:00

個別相談会（予約不要）基本講習会（要予約）

「はちコミねっと」の使い方について

はちコミねっとイベント・講座情報 各団体が更新した情報を表示。気になる
イベントや団体を検索できます。

はちコミねっと助成金情報 地域の課題解決に取り組む団体へ支給されるさまざま
な助成金の、最新状況もお知らせしています。

SUPPORT802 バックナンバー これまでに発行した広報紙
SUPPORT802が見られます。

八王子市NPO情報マガジン

SUPPORT802
NO.1322026.5.1

二次元コードから
  はちコミねっと
     に入れます

https://hachikomi.genki365.net/

八王子コミュニティ活動応援サイト

市民の皆さんのコミュニティ活動を応援する市の
公式サイトです。まちで活躍するさまざまな市民
活動団体のイベント・講座のお知らせや、募集
情報などを紹介しています。

こんな
検索も

●団体を探す ●イベント・講座を探す

●ブログを見る●活動レポートを見る

パソコンの画面

スマホの画面

6/ 12 ㈮   10:30～12:00
6/ 20 ㈯   15:00～16:30
6/ 24 ㈬   10:30～12:00

●助成金情報を見る

●施設の情報を見る
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5/ 4 ㈪㊗   15:00～16:30
5/ 20 ㈬   11:30～12:30
5/ 30 ㈯   15:00～16:30
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